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教育・研究業績書              
診療科名  
日光医療センター循環器内科   

＜教員の紹介＞ 

教   授 中 元 隆 明 
准 教 授 杉 村 浩 之      

 准 教 授 堀 江 康 人      
 講   師 星   俊 安 
   
Ⅰ 教 育 活 動                                                         

    教育実践上の主な業績    年 月            概     要 

① 教育内容 ・ 方法の工夫 （授業評価を含む）                                           

１）学生の参加意識の向上の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

２）循環器疾患と日光医療センターとの関

係と将来 

 

 

３）学生による授業評価の活用 

 

2004年 5月～現在 

 

 

 

 

 

 

 

2009年 4月～現在 

 

 

 

2007年 4月～現在 

循環器疾患に関してのパソコンによる講義と、必

ず資料を配付して学生が理解しやすく、かつ興味

を持てる様に配慮して授業を行った。具体的な臨

床事例を随所に取り入れた。又、呼吸器疾患との

臓器関連からも総合的に講義し、循環呼吸器へ興

味を持ってもらうことを意識した。 

 

 

チーム医療の大切さとプライマリー・ケアの習得

の必然性を講義し、学生に興味を持てる様に講義

した。 

 

学生、特にＢＳＬに関しては面談を行い、日光医

療センターの感想と質問を受け、次学期以降の授

業内容の改善に役立てている。 
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② 作成した教科書、教材、参考書  

 教材作成 

 

2004年～現在 肺性心・肺高血圧、心不全での異常呼吸、肺血栓

症の授業時の資料を毎回の授業時に配布し、学生

の理解と学習の一助としている。 

 

 

 

 

③ 教育方法・教育実践に関する発表、講演・その他教育活動上特記すべき事項 

第 11回・獨協医科大学社会医学セミナー 

 

日本医師会生涯教育講座（足利市医師会、

阿蘇郡市医師会合同） 

 

日本医師会生涯教育講座 栃木県循環器

SAS講演会 

 

日本医師会生涯教育講座 第 188 回栃木県

臨床循環器談話会 

 

日本医師会生涯教育講座 第 470 回八戸胸

部疾患懇話会 

 

第 70回日本循環器学会総会・学術集会ラン

チョンセミナー 

 

日本医師会生涯教育講座 第 1 回日光医療

イブニングミーテイング（病診連携の夕べ） 

 

 

第 28回日本血栓止血学会学術集会ランチョ

ンセミナー 

 

全国労働衛生週間説明会 

 

日光市市民講座 

 

 

2004年 

 

2004年 

 

 

2005年 

 

 

2005年 

 

 

2005年 

 

 

2005年 3月 

 

 

2005年 

 

 

 

2005年 11月 

 

 

2006年 9月 

 

2006年 9月 

 

 

心不全患者の異常呼吸を事例をもとに講演した。 

 

慢性心不全患者における睡眠呼吸異常のうち病

態と治療につき講演した。 

 

慢性心不全患者の睡眠時無呼吸と夜間 CO2呼出量

に与える酸素吸入の効果について講演した。 

 

急性肺塞栓症の最新の話題 

 

 

肺気腫患者における臓器保護薬としてのアンジ

オテンシンⅡ受容体拮抗薬(ARB)の効果 

 

慢性心不全と睡眠呼吸障害に関する最近の話題

について講演した。 

 

地域連携に向けて。日光医療センターの紹介、最

近の不整脈の治療、消化器内科学の最近の話題に

ついて講演した。 

 

急性肺血栓塞栓症に対する血栓溶解療法の現状

と展望について講演した。 

 

睡眠時無呼吸症候群について特別講演を行った。 

 

Stop the smoking を禁煙シンポジウムで講演し

た。 
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市民公開講座 

 

日本医師会生涯教育講座 第１９５回栃木

県臨床循環器談話会 

 

日本医師会生涯教育講座 学術講演会 

 

 

日本医師会生涯教育講座 第 2 回日光イブ

ニングミーティング（病診連携の夕べ） 

 

 

 

日本医師会生涯教育講座 塩谷郡市医師会

講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006年 3月 

 

2007年 

 

 

2007年 

 

 

2008年 

 

 

 

 

2008年 

睡眠と健康について講演した。 

 

ＣＯＰＤ肺性心におけるアンジオテンシン II 拮

抗薬の効果と当センタ－の紹介を話した。 

 

肺性心における最新の治療と当センタ－の現状

も含めて話した。 

 

冠動脈；これまでの日光医療センターにおける地

域連携医療の状況について、最近の不整脈の治

療。冠動脈疾患症例を中心に数例を提示・検討し

た。 

 

日光医療センターにおける地域連携医療の状況

について話した。 
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診療科名  
日光医療センター循環器内科 

職名 
教授 

氏名  
中元 隆明 

 

大学院の研究指導担当資格  有  

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

（国内） 

1972年 ～ 現在 

1972年 ～ 現在 

1973年 ～ 現在 

1973年 ～ 現在 

1973年 ～ 現在 

1973年 ～ 現在 

1979年 ～ 現在 

1979年 ～ 現在 

1997年 ～ 現在 

2001年 ～ 現在 

 

2001年 ～ 現在 

 

（国外） 

1986年 ～ 現在 

1993年 ～ 現在 

1996年 ～ 現在 

1998年 ～ 現在 

2001年 ～ 現在 

 

日本内科学会員 

日本動脈硬化学会員（1996年 評議員） 

日本胸部疾患学会（現日本呼吸器学会）員（1996年 評議員） 

日本脈管学会員（1986年 評議員） 

日本老年医学会員（1986年 評議員） 

日本循環器学会員（1990年 北関東甲信越循環器学会評議員） 

獨協医学会員（1988年 評議員, 2004年 運営委員） 

日本臨床生理学会員（1978年 評議員） 

日本心臓病学会員 

科学技術・学術審議会、研究計画・評価分科会分野別計画検討者.   

ナノテクノロジー・材料に関する研究開発の推進方策について. 

文部科学省研究振興局基礎基盤研究課材料開発推進室特別意見者. 

ナノテクノロジー・材料に関する研究開発の推進方策について. 

 

Fellow of American College of Chest Physicians 

Membership of the Cardiovascular System Dynamics Society 

Fellow of Council on Arteriosclerosis of American Heart Association 

Fellow of Council on Circulation of American  Heart Association 

Fellow of the American Heart Association and the Council on Basic 

Cardiovascular Sciences 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 
 
【著 書】 
和文 

1. 中元隆明、原澤 寛：第 3 編 応用編 第 2 節 生体の表面と細胞膜の性質．日本表面科学会創立 25

周年記念 新訂版・表面科学の基礎と応用 日本表面科学会編 （株）エヌ・テイー・エス 1298-1303, 

2004. 

2. 中元隆明：慢性肺性心.  Today's therapy 2006 今日の治療指針 私はこう治療している  医学書院、

東京pp 308-309, 2006. 

3. 中元隆明、原澤 寛、町田 優、増田 浩之：The ARB 基礎編、第２章 レニン・アンジオテンシン

系の病態生理 ９）肺. 株式会社メディカルレビュ－社, 2006. 

【原 著】 
欧文 
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1. Kuga H, Nakamoto T, Harasawa H, Taguchi I, Fuse D, Abe S, Suzuki H, Hoshi T, Horie Y, Sugimura 

H, Amano H, Kaneko N.: Hemodynamic effects of positive end-expiratory pressure on right 

ventricular diastolic function in patients with acute myocardial infarction. Dokkyo Journal of 

Medical Sciences 31:99-108, 2004. 

2. Nakamoto T, Harasawa H, Akimoto K, Hirata H, Kaneko H, Kaneko N, Sorimachi K.: Effects of 

olmesartan medomil as an angiotensin II-receptor blocker in chronic hypoxic rats. European Journal 

of Pharmacology 528:43-51, 2005. 

3. Sasayama S, Izumi T, Seino Y, Ueshima K, Asanoi H, CHF-HOTstudy Group ( Nakamoto T, et al.): 

Effects of nocturnal oxygen therapy on outcome measures in patients with chronic heart failure 

and cheyne-stokes respiration. Circ J 70:1-7, 2006. 

4. Nakamura M, Sakuma M, Yamada N, Tanabe N, Nakanishi N, Miyahara Y, Kuriyama T, Kunieda T, Shirato 

K, Sugimoto T, Nakano T, JaSPER investigators (Nakamoto T, et al): Risk facors of acute pulmonary 

thromboembolism in Japanese patients hospitalized for medical illness: results of a multicenter 

registry in the Japanese society of pulmonary embolism research. J Thromb Thrombolysis 21:131-135, 

2006. 

5. Seino Y, Imai H, Nakamoto T, Araki Y, Sasayama S, Clinical efficacy and cost-benefit analysis 

of nocturnal home oxygen therapy in patients with central sleep apnea caused by chronic heart 

failure. Circ J 71:1738-1743, 2007. 

 

和文 

1. 中元隆明、原澤 寛、布施大輔、天野裕久、佐藤千鶴、川崎龍一、有川拓男、堀江康人、鈴木英彦、星 

俊保、杉村浩之、奥田昌明、金子 昇. ＣＯＰＤ肺性心におけるアンジオテンシンII受容体拮抗薬長期

投与による右室リモデリングと神経液性因子に及ぼす臨床的検討. 臨床呼吸生理 36：63－68 36: 39-44, 

2004. 

2. 有川卓夫、中元隆明、原澤 寛、川崎龍一、布施大輔、天野裕久、吉田 武、町田 優、豊田 茂、鈴

木英彦、星 俊安、堀江康人、田口 功、杉村浩之、金子 昇: 慢性心不全患者の重症度による夜間無

呼吸と低酸素血症の比較. 獨協医学会雑誌 31: 195-201, 2004. 

3. 原澤 寛、布施大輔、荷見尚志、天野裕久、松田俊哉、小田和彦、有川卓夫、町田 優、吉田 武、金

谷智明、星 俊安、堀江康人、田口 功、杉村浩之、星 俊安、阿部七郎、中元隆明、金子 昇: 当科

における肺血栓塞栓症の臨床的検討. Ther Res. 26: 1161-1163, 2005. 

4. 有川卓夫、金子 昇,原澤 寛,中元隆明 : 慢性心不全患者の睡眠時無呼吸と夜間CO2 呼出量および換

気量に与える酸素吸入の影響. 臨床呼吸生理 39：31-34, 2007. 

5. 原澤 寛、町田 優、増田浩之、杉村浩之、星 俊安、堀江康人、中野滋文、押味寛敏、中元隆明: 高

齢者急性肺塞栓症の臨床的検討 Ther Res. 26: 1129-1131, 2007. 

 
【症例報告】 
和文 

1. 天野裕久、原澤 寛、布施大輔、松田俊哉、有川拓男、小田和彦、佐藤千鶴、那須野 尚久、西野 節、
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米田秀一、町田 優、吉田 武、中元隆明、金子 昇 : クエン酸シルデナフィル投与を開始した慢性

肺血栓塞栓症の 1例 : Therapetic Research 25:1981-198488 111-115, 2004. 

2. 布施大輔、松田俊哉、天野裕久、原澤 寛、中元隆明、金子 昇 : 慢性血栓塞栓性肺高血圧症と肺サ

ルコイドーシス症を伴った抗リン脂質抗体症候群の１例 : Therapetic Research 2５:1257-1260, 

2004. 

3. 大谷直由、米田秀一、西野 節、小田和彦、那須野 尚久、松田俊哉、金谷智明、吉田 武、布施大

輔、町田 優、田口 功、杉村浩之、阿部七郎、原澤 寛、中元隆明、金子 昇 : シベレスタットナ

トリウムの効果がみられず、ステロイドとビタミンCの併用療法が著効を示した重症ARDSの１症例 : 

臨床呼吸生理 36:131-134, 2004. 

4. 小林 哲、田村元彦、関 哲男、青木秀和、荒木 修、刈部陽子、吉井直子、梅津英央、石濱洋美、

長井千輔、中元隆明、池田康紀、三好新一郎 : 血胸を併発した肺葉内肺分画症の 1 例 : 日呼外会誌

19:66-71, 2005. 

5. 西 悠、原澤 寛、天野裕久、佐藤千鶴、町田 優、那須野 尚久、米田秀一、西野 節、荷見尚志、

布施大輔、中元隆明、金子 昇 : Epoprostenol持続静注療法とSildenafilの長期併用療法を行った肺

高血圧症の一例 : Therapetic Research 26:1994-1996, 2005. 

6. 原澤 寛、町田 優、杉村浩之、星 俊安、堀江康人、中元隆明、天野裕久、佐藤千鶴、有川拓男、

金谷智明、田口 功、阿部七郎、金子 昇 : Therapetic Research 27:1038-1041, 2006. 

 

【総 説】 
和文 

1. 中元隆明、高岡聰子: 特集 臨床におけるサプリメント ［Ⅱ］各論：臨床におけるサプリメント；私

はこのように指導する 12.ノブドウ Prog.Med.24: 1511-1514, 2004. 

2. 中元隆明、天野裕久、佐藤千鶴、町田 優、原澤 寛: 特集・急性肺塞栓症の最新の知見 急性肺塞栓

症の病態に関する最新の話題 呼と循 53:673-682, 2005. 

3. 中元隆明、堀 源: 地域の皆様の期待に応えるために 日経情報ストラテジー12：104, 2006 

4. 中元隆明、原澤 寛、布施大輔、天野裕久、松田俊哉: Ⅳ. NO 病態と疾患からみたNO 肺高血圧症 57: 

2975-2981, 2009. 

 

【そ の 他】 
和文 

1. Nakamoto T, Harasawa H, Akimoto K, Hirata H, Kaneko H, Kaneko N, Sorimachi K.: 私はなぜ現在

の科目を選んだか. 慢性的な低酸素下におかれたラットに対するオルメサルタンの効果  Olmesartan 

Medoxomil Summarized reports taken from world scientific and medical literature オルメサルタ

ン海外文献要約集 Volume 2;112-113, 2008. 
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教育・研究業績書         
診療科名 

日光医療センター循環器内科 

職名 

准教授 

氏名 

杉村 浩之  

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1989年 8月～現在 

1993年 5月～現在 

1995年 2月～現在 

2001年 10月～現在 

2004年 3月～現在 

2009年 6月～現在 

日本内科学会員 

日本医師会認定産業医 

日本心血管インターベンション治療学会員 

日本体育協会認定スポーツドクター 

循環器学会員 

日本医師会会員 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 
 
【原 著】 
欧文 

 1.Kuga H, Nakamoto T, Harasawa H, Taguchi I, Fuse D, Abe S, Suzuki H, Hoshi T, Horie Y, 

   Sugimura H, Amano H, Kaneko N:Hemodynamic effects of positive end-expiratory pressure on 

   right ventricular diastolic function in patients with acute myocardial infarction. Dokkyo J Med Sci. 

31:99-108, 2004. 

 2.Taguchi I, Kanaya T, Toi T, Abe S, Sugimura H, Hoshi T, Oida A, Araki H, Ogawa K, Kaneko N: 

   Comparison of the effects of a distal embolic protection device and an aspiration catheter during 

   percutaneous coronary intervention in patients with acute myocardial infarction. Circ J. 69:49-54, 2005. 

 

和文 

1.中元隆明, 原澤寛, 布施大輔, 天野裕久, 佐藤千鶴, 川崎龍一, 有川拓男, 堀江康人, 鈴木英彦, 星俊安, 

  杉村浩之, 奥田昌秋, 金子昇: COPD肺性心におけるｱﾝｼﾞｵﾃﾝｼﾝⅡ受容体拮抗薬長期投与による右室ﾘﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞと 

  神経液性因子に及ぼす臨床的検討. 臨床呼吸生理 36:63-68，2004. 

 2.有川拓男, 中元隆明, 原澤寛, 川崎龍一, 布施大輔, 天野裕久, 吉田武, 町田優, 豊田茂, 鈴木英彦, 星俊安,  

  堀江康人, 田口功, 杉村浩之, 金子昇: 慢性心不全患者の重症度による夜間無呼吸と低酸素血症の比較.  

   Dokkyo J Med Sci. 31:195-201，2004. 

 3. 原澤寛，布施大輔，蓮見尚志，天野裕久，松田俊哉，小田和彦，有川拓男，町田優，吉田武，金谷智明，田口功， 

  杉村浩之，星俊安，阿部七郎，中元隆明，金子昇：当科における急性肺血栓塞栓症の臨床的検討.  

  Ther Res. 26:1161-1163，2005. 

 4. 國島友之，三宅良彦，新井まり子，南塚俊彦，黒川信悟，吉野秀朗，松本万夫，古川泰司，吉岡公一郎， 

  杉村浩之，村川裕二: アナログ記録心電図からActivationcovery IntervalDispersionを計測するための 

  基礎的検討. 日本心電学会誌. 26: 825-831. 2006. 
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【症例報告】 
和文 

1. 大谷直由, 米田秀一, 西野節, 小田和彦, 那須野尚久, 松田俊哉, 金谷智明, 吉田武, 布施大輔, 町田優, 田口

功, 杉村浩之，阿部七郎, 原澤寛, 中元隆明, 金子昇: ｼﾍﾞﾚｽﾀｯﾄﾅﾄﾘｳﾑの効果がみられず、ｽﾃﾛｲﾄﾞとﾋﾞﾀﾐﾝCの併用

療法が著効を示した重症ARDSの 1症例. 臨床呼吸生理 36:131-134，2004. 

 2. 原澤寛，町田優，増田浩之，杉村浩之，星俊安，堀江康人，中野滋文，押味寛敏，比企太郎，緑川由起夫，中元 

隆明：急性肺塞栓症の治療中に発症したヘパリン起因性血小板減少症 (HIT)の 1 症例.臨呼吸生理 

39:105-109,2007. 

 3. 原澤寛，天野裕久，町田優，増田浩之，杉村浩之，星俊安，堀江康人，押味寛敏，轟正勝， 

    中野滋文，中元隆明:Epoprostenol持続静注療法に Sildenafilと Bosentanの併用を行った肺動脈性肺高血圧症   

   の 1症例.臨呼吸生理 40:23-26,2008. 

 4. 原澤寛，町田優，杉村浩之，星俊安，堀江康人，中元隆明，天野裕久，佐藤千鶴，有川拓男，金谷智明， 

  田口功，阿部七郎，金子昇：肺癌化学療法中に急性肺塞栓症を発症した 1例.Ther Res. 27:74-77, 2006. 

 

【総 説】 
和文 

 1. 原澤寛，町田優，増田浩之，杉村浩之，星俊安，堀江康人，中野滋文，押味寛敏，中元隆明：高齢者急性肺塞栓

症の臨床的検討. Ther Res. 28：1129-1131，2007. 

 

【そ の 他】 
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教育・研究業績書         
診療科名 

日光医療ｾﾝﾀｰ循環器内科 

職名 

准教授 

氏名  

堀江 康人 

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

平成元年 4月～現在 

平成元年 8月～現在 

平成 8年 6月～現在 

平成 8年 6月～現在 

平成 9年 5月～現在 

日本内科学会員 

日本循環器学会員 

日本不整脈学会員 

日本心電図学会員 

日本心臓病学会員 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 
 
【著 書】 
 
【原 著】 
欧文 

1.Kuga H, Nakamoto T, Harasawa H, Taguchi I, Fuse D, Abe S, Suzuki H, Hoshi T, Horie Y, Sugimura H, Amano 

H, Kaneko N：Hemodynamic effects of positive end-expiratory pressure on right ventricular diastolic function 

in patients with acue myocardial infarction. Dokkyo J Med Sci 31: 99-108, 2004. 

2.Matsuda T, Matsuda R, Otani N, Horie Y, Toyoda S, Abe S, Suzuki H, Kikuchi M, Kaneko N：A novel cardioprotective 

drug,K201(JTV519),induces prolongation of QT and QTc intervals,but not torsades de pointes. Dokkyo J Med 

Sci 33: 17-24, 2006. 

 

和文 

1.中元隆明, 原澤寛, 布施大輔, 天野裕久, 佐藤千鶴, 川崎龍一, 有川拓男, 堀江康人, 鈴木英彦, 星俊安, 杉村浩

之, 奥田昌秋, 金子昇：COPD肺性心におけるｱﾝｼﾞｵﾃﾝｼﾝⅡ受容体拮抗薬長期投与による右室ﾘﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞと神経液性因子

に及ぼす臨床的検討. 臨床呼吸生理 36: 63-68, 2004. 

2.有川拓男, 中元隆明, 原澤寛, 川崎龍一, 布施大輔, 天野裕久, 吉田武, 町田優, 豊田茂, 鈴木英彦, 星俊安, 堀

江康人, 田口功, 杉村浩之, 金子昇：慢性心不全患者の重症度による夜間無呼吸と低酸素血症の比較. Dokkyo J Med 

Sci31: 195-201, 2004. 

3.原澤寛，町田優，増田浩之，杉村浩之，星俊安，堀江康人，中野滋文，押味寛敏，中元隆明. 高齢者急性肺塞栓症

の臨床的検討：Therapeutic Research28：1129-1131,2007. 

 
【症例報告】 
和文  

1.町田優, 原澤寛, 天野裕久, 吉田武, 佐藤千鶴, 西悠, 有川拓男, 上嶋亨, 杉村浩之, 星俊安, 堀江康人, 中元隆

明：アルゴンプラズマ凝固法にてメタリックステント内腔の浸潤性気道狭窄を解除し得た気管原発腺様嚢胞癌の一

例．気管支学 28：242,2006． 
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2.荷見尚志, 堀江康人, 金子隆, 上嶋亨, 有川拓男, 小田和彦, 足立太一, 伊波秀, 西悠, 松田隆子, 金子昇：急性

心筋炎が疑われ、発熱により顕在化した無症候性Brugada症候群の一例：Dokkyo J Med Sci33：187-192,2006． 

3.原澤寛，町田優，増田浩之，杉村浩之，星俊安，堀江康人，中野滋文，押味寛敏，比企太郎，中元隆明：急性肺塞栓症の

治療中に発症したヘパリン起因性血小板少症（ＨＩＴ）の 1例．臨床呼吸生理 39：105-109，2007． 

4.原澤寛，天野裕久，町田優，増田浩之，杉村浩之，星俊安，堀江康人，押味寛敏，轟正勝，中野滋文，中元隆明：

Epoprostenol持続静注療法にSildenafilとBosentanの併用を行った肺動脈性肺高血圧症の１症例．臨床呼吸器生理

40:23-26,2008． 

 

【総 説】 

 

【そ の 他】 
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教育・研究業績書         
診療科名 

日光医療センター循環器内科 

職名 

講師 

氏名 

星  俊安  

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1989年 7月～現在 

1989年 8月～現在 

1989年 4月～現在 

1993年 8月～現在 

2009年 3月～現在 

 

日本臨床生理学会員 

日本内科学会員 

日本循環器学会員 

日本心血管インターベンション治療学会員 

日本脈管学会員 

 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 
 
【著 書】 
 
【原 著】 
欧文 

 1. Kuga H, Nakamoto T, Harasawa H, Taguchi I, Fuse D, Abe S, Suzuki H, Hoshi T, Horie Y, 

    Sugimura H, Amano H, Kaneko N:Hemodynamic effects of positive end-expiratory pressure on 

    right ventricular diastolic function in patients with acute myocardial infarction. Dokkyo J Med Sci. 

31:99-108, 2004. 

 2. Taguchi I, Kanaya T, Toi T, Abe S, Sugimura H, Hoshi T, Oida A, Araki H, Ogawa K, Kaneko N: 

    Comparison of the effects of a distal embolic protection device and an aspiration catheter during 

    percutaneous coronary intervention in patients with acute myocardial infarction. Circ J. 69:49-54, 2005. 

 

和文 

1. 中元隆明, 原澤寛, 布施大輔, 天野裕久, 佐藤千鶴, 川崎龍一, 有川拓男, 堀江康人, 鈴木英彦, 星俊安, 

   杉村浩之, 奥田昌秋, 金子昇: COPD肺性心におけるｱﾝｼﾞｵﾃﾝｼﾝⅡ受容体拮抗薬長期投与による右室ﾘﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞと 

  神経液性因子に及ぼす臨床的検討. 臨床呼吸生理 36:63-68，2004. 

 2.有川拓男, 中元隆明, 原澤寛, 川崎龍一, 布施大輔, 天野裕久, 吉田武, 町田優, 豊田茂, 鈴木英彦, 星俊安,  

  堀江康人, 田口功, 杉村浩之, 金子昇: 慢性心不全患者の重症度による夜間無呼吸と低酸素血症の比較.  

  Dokkyo J Med Sci. 31:195-201，2004. 

 3. 原澤寛，布施大輔，蓮見尚志，天野裕久，松田俊哉，小田和彦，有川拓男，町田優，吉田武，金谷智明，田口功， 

  杉村浩之，星俊安，阿部七郎，中元隆明，金子昇：当科における急性肺血栓塞栓症の臨床的検討.  

  Ther Res. 26:1161-1163，2005. 

4．原澤寛，町田優，増田浩之，杉村浩之，星俊安，堀江康人，中野滋文，押味寛敏，中元隆明.  

高齢者急性肺塞栓症の臨床的検討：Therapeutic Research28：1129-1131,2007. 
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【症例報告】 
和文 

1.  原澤寛，町田優，杉村浩之，星俊安，堀江康人，中元隆明，天野裕久，佐藤千鶴，有川拓男，金谷智明， 

  田口功，阿部七郎，金子昇：肺癌化学療法中に急性肺塞栓症を発症した 1例.Ther Res. 27:74-77, 2006. 

2. 町田優, 原澤寛, 天野裕久, 吉田武, 佐藤千鶴, 西悠, 有川拓男, 上嶋亨, 杉村浩之, 星俊安, 堀江康人, 中

元隆明：アルゴンプラズマ凝固法にてメタリックステント内腔の浸潤性気道狭窄を解除し得た気管原発腺様嚢胞

癌の一例．気管支学 28：242,2006． 

3. 原澤寛，町田優，増田浩之，杉村浩之，星俊安，堀江康人，中野滋文，押味寛敏，比企太郎，緑川由起夫，中元 

隆明：急性肺塞栓症の治療中に発症したヘパリン起因性血小板減少症 (HIT)の 1 症例 .臨呼吸生理 

39:105-109,2007. 

4. 原澤寛，天野裕久，町田優，増田浩之，杉村浩之，星俊安，堀江康人，押味寛敏，轟正勝， 

   中野滋文，中元隆明:Epoprostenol持続静注療法に Sildenafilと Bosentanの併用を行った肺動脈性肺高血圧症の 

  1症例.臨呼吸生理 40:23-26,2008. 

 

【総  説】 
和文 

1.  原澤寛，町田優，増田浩之，杉村浩之，星俊安，堀江康人，中野滋文，押味寛敏，中元隆明： 

   高齢者急性肺塞栓症の臨床的検討. Ther Res. 28：1129-1131，2007. 

 

【そ の 他】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


